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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
７

１
回

ー
３
 

連
休
中

連
休
中

連
休
中

連
休
中
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎

来
宿
舎
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
浦
向
道
分
岐
付
近

浦
向
道
分
岐
付
近

浦
向
道
分
岐
付
近

浦
向
道
分
岐
付
近
のの のの
    

補
給
路

補
給
路

補
給
路

補
給
路
とと とと
笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒

笠
捨
山
撒
きき きき
道道 道道
(( ((
旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道
)) )) 修

復
改
修
作
業

修
復
改
修
作
業

修
復
改
修
作
業

修
復
改
修
作
業
 

    

◇◇ ◇◇
実
施
日

実
施
日

実
施
日

実
施
日
；； ；；
平
成

平
成

平
成

平
成
２
８

２
８

２
８

２
８
年年 年年
５５ ５５
月月 月月
０
４

０
４

０
４

０
４
日日 日日
( 水水 水水

) ～～ ～～
００ ００
６６ ６６
日日 日日
( 金金 金金

) 

  
５５ ５５
月月 月月
０
４

０
４

０
４

０
４
日日 日日
( 水水 水水

)  
 
快

晴
 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
名

。
 

 

当
初

、
３

日
～

５
日

に
行

仙
宿

に
入

宿
予

定
で

あ
っ

た
が

、
雨

の
予

報
と

単
独

で
は

作
業

が
出

来
な

い
の

で
、

天
気

回
復

の
５

日
以

降
に

変
更

し
た

。

が
、

低
気

圧
は

３
日

夕
方

か
ら

４
日

早
朝

に
通

過
し

、
小

屋
番

が
居

な
い

の

で
湯

川
氏

に
５

日
に

生
熊

氏
と

入
宿

を
要

請
し

、
家

庭
菜

園
作

業
を

午
前

中

に
済

ま
せ

午
後

か
ら

入
宿

し
た

。
 

奥
駈

道
を

縦
走

し
て

い
た

登
山

者
に

と
っ

て
は

、
夜

中
に

雨
が

降
り

、
雨

中
の

歩
行

が
免

れ
ラ

ッ
キ

ー
な

事
で

あ
る

。
 

ガ
ソ

リ
ン

５
㍑

缶
・

ビ
ー

ル
半

箱
と

食
料

を
担

ぎ
、

稜
線

の
佐

田
ノ

辻
に

登
る

と
風

が
強

い
。

宿
泊

者
が

既
に

３
人

居
て

、
水

場
に

行
っ

て
貰

う
。
 

 
来

宿
者

９
名

と
先

般
持

参
し

た
太

平
洋
( ４

合
瓶
) で

ス
ト

ー
ブ

を
囲

み
歓

談
し

終
え

た
頃

に
、

ト
レ

ラ
ン

４
名

が
到

着
し

来
宿

者
１

３
名

と
な

る
。
 

今
年

も
誕

生
日

は
行

仙
宿

で
過

ご
し

、
後

期
高

齢
者

の
年

令
に

な
っ

た
。

消
灯

２
１

時
、

管
理

棟
で

就
寝

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

行
動

タ
イ

ム
 

鵜
殿

1
2
:0
0
→
1
3
:3
0
行

仙
登

山
口

1
3
:4
0
→
1
4
;2
0
行

仙
宿

。
 

  
５５ ５５
月月 月月
０
５

０
５

０
５

０
５
日日 日日
( 木木 木木

)     
快
晴

、
朝

の
外

気
温

１
１

℃
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

生
熊

敏
男

、
湯

川
一

郎
、

青
木

氏
勧

誘
登

山
者

３

名
(
植

田
英

豊
、

平
見

芳
和

、
吉

田
克

司
）

 

１
７

時
前

着
；

青
木

宏
充

、
山

口
泰

宏
。

 
 

 
 

 
８

名
。
 

 

起
床

５
時

半
、、 、、
朝

食
後

７
時

よ
り

補
給

路
補

修
の

道
具

、
木

杭
・

鋼
管

パ

イ
プ

杭
を

用
意

す
る

。
そ

の
後

、
佐

田
ノ

辻
に

積
ま

れ
て

い
た

薪
で

大
き

な

割
木

は
小

割
り

し
て

薪
小

屋
に

運
ぶ

。
資

材
・

道
具

を
担

い
で

浦
向

分
岐

で

荷
を

置
き

、
生

熊
・

湯
川

氏
を

迎
え

に
登

山
口

へ
下

山
。
( 以

上
 

川
島

記
) 

 ５
日

の
７

時
前

に
、

生
熊
さ
ん

と
私

は
新

宮
の
沖
崎
宅

で
合
流

、
宮
井

大

橋
経
由

で
行

仙
岳

の
補

給
路

登
山

口
に

８
時

１
７

分
に

到
着

す
る

と
、

川
島

さ
ん

が
時
間

を
見
計

ら
い

、
新
設
さ

れ
た
モ

ノ
レ

ー
ル

で
出

迎
え

に
来

て
く

れ
た

。
た

い
し

た
荷
物

で
は

な
い

が
、
モ

ノ
レ

ー
ル

の
終
点

で
あ

る
浦

向
分

岐
近
く

ま
で

荷
を
背
負

っ
て

運
ぶ
必

要
が

な
く

な
り

大
変
楽

に
な

っ
た

。
 

本
日

の
作

業
予

定
は
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

を
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム
化

す
る

た
め

の
作

業
と

補
給

路
の

補
修

と
の
こ

と
。

一
旦

、
生

熊
さ
ん

と
私

は
行

仙
宿

に

荷
物

を
運
び

入
れ

、
鋼

管
杭

を
待
ち
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

に
９

時
４
０

分
に
戻

り
作

業
に
つ

い
た

。
 

プ
ラ

ッ
ト
ホ

ー
ム
化

の
土
留
め

資
材

は
、
枕

木
の
廃

材
７
本
・
桟

木
３
本

(
根

木
氏
調
達
)
と

高
性
能

鋼
管

杭
「
く

い
丸
」
８
本
（
電
源
開
発
㈱
橋
本
流

通
事

業
所
寄
付

）
を
使

用
し

た
。
こ

の
「
く

い
丸
」

は
、
昨

年
１

１
月

２
８

日
に
ホ
テ

ル
浦

島
で
開
催
さ

れ
た
「
創
立

４
０
周

年
・

持
経

宿
改
築
竣
工

・

玉
岡
相

談
役

の
緑
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
」

に
お

い
て

、
青

木
さ
ん

が
同
室

の

電
源
開
発
㈱
さ
ん

に
要

請
し

た
肝

い
り

の
杭

で
あ

る
と
伺

っ
た

。
 

 

  
 

 
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

補
修

前
 

プ
ラ

ッ
ト
ホ

ー
ム

高
さ

調
整
 

終
点

・
３

段
の

土
留

め
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ま
ず

は
、

プ
ラ

ッ
ト
ホ

ー
ム

の
土
台

作
り

の
た
め

、
水

場
上

の
資

材
置

場

か
ら
枕

木
桟

木
(
１
０
本
)
と

補
給

路
登

山
口
脇

に
流

れ
落
ち

た
砂
利
や
土

を

土
嚢
袋

(
１

２
袋
)
に

入
れ

、
モ

ノ
レ

ー
ル

で
３

回
往

復
１

１
時

３
０

分
に

午

前
中

の
作

業
を

終
了

し
、
昼

食
を

と
る

た
め

に
行

仙
宿

に
戻

っ
た

。
 

そ
の

後
、

前
日

、
持
経

宿
に

宿
泊

し
た

登
山

者
３

名
の

一
行

が
到

着
し

、

行
仙

宿
泊

に
す

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
の

で
、
昼

食
後

、
水

補
給

に
水

場
ま

で
往

復
し

て
い

た
だ

い
た

。
 

午
後

か
ら

の
作

業
の

た
め

、
第

２
ベ

ン
チ

ま
で

降
り

る
と

、
３

名
の
若

者

が
登

っ
て

き
た

。
川

島
さ
ん

に
は

青
木
さ
ん

か
ら

す
で

に
情

報
が

入
っ

て
い

る
ら

し
く

、
彼

ら
は

青
木
さ
ん

に
勧
め

ら
れ

行
仙

宿
に

来
た

と
の
こ

と
。

早

速
、

川
島
さ
ん

が
彼

ら
に

、
第

２
ベ

ン
チ

に
荷

を
置

き
、

作
業

の
手
伝

い
を

要
請
さ

れ
る

。
 

１
名

は
川

島
さ
ん

・
私

と
一
緒

に
土
嚢
袋

へ
砂
利

・
土

を
入

れ
運
搬

す
る

作
業

、
２

名
は

生
熊
さ
ん
指
導

の
も

と
、
浦

向
分

岐
付
近

の
補

給
路

補
修

(
７

段
設

置
)
に

あ
た

っ
た

。
彼

ら
に

は
約

１
時
間
余

り
作

業
を
手
伝

っ
て

も
ら

い
、

私
た
ち

３
名

も
１

５
時
０

５
分

に
作

業
を

終
了

し
た

。
 

 
 

 
 

生
熊

さ
ん

か
ら

杭
打

を
教

わ
る

若
者
 

補
給

路
補

修
作

業
者

 
 

猪
・
熊

肉
ソ

テ
ー

と
ふ

く
鍋
 

 行
仙

宿
に
戻

り
宿

泊
の

登
山

者
と

歓
談

、
１

７
時

頃
、

前
日

に
持
経

宿
で

登
山
客
対
応

を
さ

れ
た

青
木
さ
ん

が
山

口
さ
ん

と
と

も
に

夕
食

の
材

料
を

持

っ
て

補
給

路
か

ら
登

っ
て

来
ら

れ
た

。
 

夕
食

は
管

理
棟

に
て

、
青

木
さ
ん

勧
誘

の
４

名
（

和
歌

山
市

３
名

・
埼
玉

県
１

名
）

を
含
め

た
９

名
に

て
、

青
木
さ
ん

が
調
達
さ

れ
た
「
ウ

リ
坊

と
熊

肉
の

ソ
テ

ー
、
ふ
く
鍋
及
び
埼
玉
県

の
望
月
徹
さ
ん

が
釣

ら
れ

た
「
鱒

の
燻

製
」
等

を
頂

き
な

が
ら

、
来

宿
者

は
２

１
時

消
灯

後
、

管
理

棟
で

２
３

時
ま

で
の

大
宴
会

と
な

っ
た

。
 

行
動

タ
イ

ム
 

新
宮
（
沖
崎
宅

）
6
:
5
5
→
8
:
1
7
補

給
路

登
山

口
8
:
3
0
（
モ

ノ
レ

ー
ル
利

用
）

→
9
:
1
0
行

仙
宿
9
:
2
0
→
9
:
4
0
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

作
業
1
1：
3
0
→
1
2
:
0
0
行

仙
宿

1
3
:
0
0
→
1
3
;
1
5
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

・
補

給
路

作
業
1
5
:
0
5
→
1
5
:
3
0
行

仙
宿

。
 

 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
６６ ６６
日日 日日
( 金金 金金

)     
曇

り
後

小
雨
 

参
加

者
；

川
島

 
功

、
生

熊
敏

男
、

青
木

宏
充

、
山

口
泰

宏
、
 

湯
川

一
郎

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
名

。
 

５
時

４
０

分
に

起
床

。
縦

走
の

登
山
客

が
出
発

後
、
我
々

も
朝

食
を
取

る
。

朝
食

は
、

缶
入

り
オ

レ
ン
ヂ

ソ
フ

ト
パ

ン
（
電
源
開
発
㈱
寄
贈
品

）
と

青
 

木
さ
ん
調

理
の
ベ

ー
コ

ン
エ

ッ
グ

を
い

た
だ
く

。
 

川
島
・
生

熊
・
山

口
さ
ん

と
私

は
７

時
２
０

分
に

、
く

い
丸
1
.
5
ｍ

４
本

・

1
.
2
ｍ

４
本

を
持

っ
て

前
回

作
業

を
終

え
た
地
点

へ
と

出
発

し
た

。
 

２
３
号
鉄
塔

へ
の

分
岐

で
小
休
止

し
て

い
る

と
、

青
木
さ
ん

が
追

い
つ

い

て
来

た
。

 

８
時

３
５

分
に

前
回

作
業

を
終

え
た
地
点

に
到

着
、

行
仙

宿
に
戻

り
つ
つ

作
業

を
開
始

し
た

。
 

 
 

 

    
改

修
前

 
 

 
 

 
 

 
 

改
修

前
 

 
 

 
 

 
 

 
改

修
後
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桟
木

改
修

後
の

土
寄

せ
 

 
 

 
改

修
作

業
中

 
 

 
 

鋼
管

杭
打

込
み

作
業
 

 

    
    

 

浮
い

た
桟

木
・

倒
れ

た
桟

木
改

修
作

業
中

 
 

 
 

 
 

改
修

後
 

 川
島

・
山

口
さ
ん

と
私

の
３

名
が

、
斜
面

に
流
さ

れ
た
桟

木
・

杭
、

を
拾

い
上
げ

、
大

き
く
倒
伏

し
た
桟

木
・

杭
は

一
旦
抜
く
等

し
な

が
ら

大
ハ

ン
マ

ー
で
打
ち
直

し
。
改

修
修

復
し

た
道

に
は

、
生

熊
さ
ん

と
青

木
さ
ん

が
土

入

れ
等

の
道
慣

ら
し

を
行

っ
た

。
 

修
復
改

修
作

業
は

、
１

１
時

３
０

分
ま

で
行

い
、
昼

食
を

と
る

た
め

行
仙

宿
へ
戻

っ
た

。
 

 

    
    

 

桟
木

打
込

み
後

の
土

寄
せ

 
 

改
修

作
業

前
 

 
 

 
 

 
 

改
修

後
 

 

    
    

 

改
修

作
業

中
 

 
 

 
 

桟
木

打
込

み
後

 
 

 
 

 
 

土
寄

せ
 

 

旧
逓
信

道
の

大
き

な
改

修
箇
所

と
し

て
は

、
道

が
消
失

し
た

高
捲
部

分
が

残
っ

て
い

る
が

、
本

日
、

５
名

で
作

業
を

行
っ

た
結
果

、
２

４
号
鉄
塔
迄
約

１
０

分
の
地
点

ま
で

修
復

・
改

修
を

行
う
こ

と
が

出
来

た
。

 

行
仙

宿
に
戻

る
間

に
、

雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ

と
降

り
出

し
た

。
 

本
日

、
行

仙
宿

泊
の

山
口
さ
ん

と
青

木
さ
ん

は
、

雨
具

着
用

し
て

の
午

後

の
作

業
は
取

り
や
め

、
明

日
雨

が
あ

が
っ

た
後

、
作

業
を

行
う

と
の
こ

と
。

 

２
日

～
３

日
に

は
、

行
仙

宿
側

の
分

岐
か

ら
Ｎ
０

２
３
鉄
塔

分
岐

を
過

ぎ

た
崩
落
箇
所

を
大

き
く
迂

回
す

る
地
点

過
ぎ
迄

修
復
改

修
済

み
の

た
め

、
旧

逓
信

道
(
鉄
塔
巡
視

路
)
は

、
約

８
０
％

修
復
改

修
さ

れ
た
こ

と
に

な
る

。
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改

修
前

 
 

 
 

 
 

 
 

改
修

後
 

 
 

 
 

桟
木

打
込

み
後

の
道

な
ら

し
 

 昼
食

は
、
カ

ッ
プ

ラ
ー
メ

ン
や

持
参

の
パ

ン
等

で
簡

単
に

済
ま

せ
、

雨
が

本
降

り
な

る
前

に
下

山
す

る
こ

と
と

し
、

川
島
さ
ん

・
生

熊
さ
ん

と
私

は
１

３
時

１
５

分
に

行
仙

宿
を
発

っ
た

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
は

、
水

場
上

の
資

材
置

場
前

の
駐
機

場
ま

で
戻

し
、

１
３

時

５
５

分
に

補
給

路
登

山
口

で
川

島
車

と
湯

川
車

に
分
乗

し
帰

路
に
つ

い
た

。
 

不
動

ト
ン
ネ

ル
を
越

え
た
国

道
１
６

９
号

線
で

川
島
さ
ん

と
別

れ
、

生
熊

さ
ん

と
私

は
新

宮
の
沖
崎
宅

へ
１

５
時

２
０

分
に

到
着

。
作

業
の
進
捗
状
況

と
次

回
荷

上
げ
品
等

を
報
告

し
解
散

し
た

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

行
仙

宿
7
:
2
0
→
8
:
3
5
旧
逓
信

道
作

業
1
1
:
3
0
→
1
2
:
3
0

行
仙

宿
1
3
:
1
5
→

1
3
:
3
0
モ

ノ
レ

ー
ル
駐
機

場
1
3
:
4
0
→
1
3
:
5
0
補

給
路

登
山

口
1
3
:
5
5
→
1
5
:
2
0

新
宮

(
沖
崎
宅

）
。
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湯
川

 
記

）
 

 

 


